
　子どもたちの基本的

な生活習慣の定着や規

範意識・社会性等の涵

養とともに、家庭教育

の充実を図るため、「あ

いさつ」「おてつだい」

「早寝早起き朝ごはん」

等、親子で一緒に取り

組む活動を促進します。

　接続期のカリキュラムの編成

を目的とした、幼稚園教員、小

学校教員等対象の研修会等を計

画・実施し、幼児期の教育と小

学校教育の円滑な接続を目指し

ます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

 

○元気なならっ子約束運動の推進 

         

学びのステージに応じた教育のあり方 

基礎を培う乳幼児期における保育・教育の充実

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

規範意識の向上と地域ぐるみで課題に取り組む仕組みづくり

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

地域への誇りと愛着を抱き、地域と協働し、地域・社会に貢献する人材の育成

 

○小学校教育との円滑な接続

 

 

○地域ぐるみで取り組む 
小・中・高校生規範意識醸成 

児童生徒が地域住民と体 

験活動やボランティア活動 

に協働して取り組み、自他 

の存在のかけがえのなさを 

認め合う豊かな人間関係づ 

くりや、自己有用感と規範 

意識の醸成を目指します。 

○道徳教育の推進 

       

                    

○地域と共にある学校づくりの推進 

○いのちの教育実践研究発表会 

 

 

 

 

 

 

 

○郷土教育の充実 
郷土への愛着を深め、郷土をよりよくしていこうとする態度の育成を図 

るため、高等学校における「奈良 TIME」の取組を生かし、小・中学校向 

けの「郷土学習の手引き」を作成します。 

　保護者や地域の人々が学校の教育活

動に参画し、学校と協働して子どもたち

を育てる様々な活動を展開します。ま

た、県立学校においても、子どもたちの

豊かな体験の場を創出するとともに、地

域貢献を推進します。

　一部改正された学習指導要領の内容や、

指導のポイントをまとめた教員用の指導資

料を作成するとともに、道徳教育推進リー

ダーの育成に取り組みます。

　子ども・保護者・地域の人々がうだ・アニ

マルパークに集い、動物に関する学習や体験

を通して命の尊さを実感する機会とします。

○奈良県学力・学習状況調査の実施

○「家庭学習の手引き」の配布・活用

○未然防止・早期対応のための体制
づくり

いじめや不登校等の未然防止・早期対応の 

ため、個々の教職員の対応力向上と組織対応 

のための学校の体制整備を図ります。また、 

スクールカウンセラーの配置等により、学校 

の教育相談機能の充実に努めます。

○人権教育の充実

○体力向上
ホップ・ステップ・ジャンプ事業

　幼児及び小学校低学年とその保護者を対象

に、楽しく体を動かし

ながら、基本的な動き

を身に付けるための親

子運動遊び教室等を開

催します。

○南部・東部地域における教育活動の充実

○学校保健の充実
現代的な健康課題の解決に向けて、関係 

機関と連携し協議するとともに、指導者の 

育成を図るため、研修会の充実を図ります。

○食育の推進
地場産物を活用した学校給食の推進のた

め、県内産食材を活用したメニューを考案

し、情報提供します。

○芝生化の推進
高等学校に人工芝を敷設し、運動部活動

と地域スポーツの活性化を図ります。また、

幼少期にけがなく十分

に体を動かせる環境を

整備するため、幼稚園

等の運動場芝生化を推

進します。 

○教育セミナーの実施
奈良県教育の課題の解決を目指し、県立

教育研究所員、指定研究員等が行った実践

的研究の成果を発表し、本県教育の推進に

役立てます。

学びのステージに応じた教育のあり方 

学ぶ力と意欲を伸ばし、豊かな人間性を育む学校教育の推進 

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

いじめや不登校など生徒指導上の
諸課題への取組の徹底

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

健やかな体の育成と生涯スポーツの推進、青少年の健全な育成

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

人権教育の推進 

　子どもに家庭で主体的に学習する習慣を身

に付けさせるため、「家庭学習の手引き」を

小学４年生とその保護者に配布し、活用を促

します。

　「人権教育の推進につ

いての基本方針」に則り、

人権教育学習資料集「な

かまとともに」の活用促

進や、教職員の資質向上

のための各種研修講座の

実施により、人権教育の

一層の充実を図ります。

　他校との交流学習、協働学習を支援

するＩＣＴ活用事業の実施や、複数市

町村における教員等の共同設置への支

援により、南部・東部地域における教

育活動の充実を図ります。

　児童生徒の学力や学習状況を

把握し、指導の成果と課題を検

証・改善するため、全国及び奈

良県学力・学習状況調査を活用

した授業改善を推進します。

○専門教育の教育内容及び
設備の充実

○スーパーグローバルハイスクールに
よる研究の推進

○外国語教育の充実

○キャリア教育の充実

○（新）シティズンシップ
教育の推進

○（新）スクールソーシャルワーカーの
緊急配置

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

世界に伍して活躍するグローバル人材の育成

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

意欲ある全ての者への学習機会の確保 

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

社会的・職業的自立に向けたキャリア教育・職業教育、就労支援の充実

　工業科などの専門学科や総合学

科において、高い技術力・技能の

習得につながるよう、専門教育の

教育内容及び教育設備のより一層

の充実に努めます。

　社会の一員として自立し、社会に積極的に

関わろうとする態度を身に付けさせるため、

シティズンシップ教育を推進し、有権者とな

りうる高校生世代においては、国家・社会の

形成者として現在から未来を担っていくという公共の精神を

育み、行動につなげられることを目指します。

　グローバルな社会課

題を発見・解決できる

人材や、グローバルな

ビジネスで活躍できる

人材を育成する教育

を、県立畝傍高等学校

で研究開発します。

　主体的に話したり、書いたりすることを通

して、互いの考えや気持ちを英語で伝え合う

などの言語活動の充実を図るため、教員の指

導力向上につながる研修等を実施し、小・中・

高等学校を通じた外国語教育の指導と評価を

改善します。

　家庭状況等により、十分な学習環境が確保

されない子どもを支援するため、スクールソー

シャルワーカーを県内小学校に派遣します。

　「キャリア教育の手引き」を作成・配布し、各校種が

連携した、系統的・組織的なキャリア教育を推進します。

また、キャリアサポートセンターの機能を強化し、イン

ターンシップの活性化や就労支援の充実を図ります。

学びのステージに応じた教育のあり方 

高等学校教育の質の向上 

○インクルーシブ教育の充実
地域の小・中学校において特別支援教育 

コーディネーターを中心に校内支援体制を 

構築し、特別支援学校のセンター的機能を 

活用した、特別支援教育の充実に取り組み 

ます。 

高等学校に高等養護学校の分教室を設置

し、両校の専門性を生かした交流及び共同 

学習を計画的・組織的に推進し、生徒の支 

え合い、認め合う力を育成します。

○若手教員育成研修システムの構築 ○小・中学校合同の授業研究の推進

○県立学校の耐震化の推進

○県立学校の情報化の推進

○実践的防災教育の推進

○教育用・校務用コンピュータの整備

○職業教育の充実
特別支援学校等において、専門教育のノ 

ウハウを生かし、職場実習の取組の推進等、

更なる職業教育の充実に努めます。    

○管理職の能力の向上
管理職研修を充実させるととも 

に、県立教育研究所の学校教育ア 

ドバイザリー係に校長経験者を配 

置し、新任校長の支援を行います。

学びのステージに応じた教育のあり方 

特別なニーズに対応した教育の推進

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

教職員の資質・能力の向上 

本県の教育の課題に応じた教育のあり方 

安心・安全で質が高い教育環境の整備

　県立学校の耐震化のための耐震補強設計

と耐震補強工事を実施します。また、屋内

運動場等の非構造部材の耐震対策工事を実

施します。

　ＩＣＴ利活用による利便性の向上と、県

立学校における教科指導への情報通信技術

の有効活用を推進します。そのために、指

導する教員のＩＣＴ活用能力を向上させる

ための研修等の充実を図ります。

　実践的な避難訓練等の実施を通して、児

童生徒に危険予測、危機回避能力を身に付

けさせるための防災教育の推進を図ります。

　教育用コンピュータと校務用コンピュー

タについて、ハードウェアとソフトウェア

の両面から整備を計画的に行います。また、

各県立学校間でのネットワーク整備も進め

ます。

　奈良教育大学、県立教育研究所、県内小

学校が連携し、採用2年目・３年目の小学

校教員全員を対象にした研修システムを構

築します。

　同じ中学校区の小・中学校教員等、異

なる校種の教員が参加する公開授業や授

業研究等の研修を実施し、異校種間の円

滑な接続とともに教員の指導力向上を

図ります。


